
防災対策課　☎0738-23-5528
FAX０７３８-52-7036

防災情報
６月は梅雨の季節、大雨に備えましょう!
　梅雨の季節を迎えました。大雨が降ると、河川の氾濫や、がけ崩れが発生するおそれがあります。これらの災害
は、市内でも発生する可能性があるため、災害発生時に適切な行動がとれるよう準備をしましょう。

豪雨災害から身を守るためにできることを確認しましょう!
①住宅周辺の災害リスクを理解しましょう
　洪水・土砂災害ハザードマップで洪水時に浸水する区域や深さ、また土砂災害の危険が
ある場所をチェックし、自宅から避難場所までの経路や家族の連絡先などについて確認
しましょう。
　ハザードマップは右の二次元コードからご覧いただけます。

④余裕をもって避難しましょう
　収集した情報と周囲の状況をしっかりと見極めて、適切な避難先と避難方法
を選択してください。避難を決めた場合、時間に余裕をもって速やかに行動す
ることが重要です。
　右の表は風水害や土砂災害の危険度と市民の皆様がとるべき行動を５段階の
レベルに分けて表現したものです。必ず警戒レベル４までに避難しましょう。

参考「内閣府（防災担当）・消防庁」

③積極的に情報収集をしましょう
　災害や避難情報についての情報を、様々な手段で市民の皆様にお知らせします。災害の恐れがあるときに、情報
を入手できる手段を確認しておきましょう。
・テレビやラジオ　
・防災行政無線、市公式LINE、市ホームページ　
・「和歌山県防災ナビ」アプリ、防災和歌山ツイッター、防災和歌山メール配信サービス
・気象庁ホームぺージなど

　※市公式LINEについてはP10「情報ステーション」をご確認ください。
　災害時の情報収集方法について、令和４年の広報ごぼう11月号に詳しく掲載していますので、
右の二次元コードからご確認ください。

②被害を小さくするために備えましょう
　被害を小さくするための備え（一例）を紹介します。
・自宅の老朽箇所の修理や雨どいの清掃
・側溝や排水溝の清掃
・土のうの準備など
※御坊市では、必要に応じていつでも土のうを出せる土
　のうステーションを財部会館（湯川町財部485）に設置
　しています。ご自由にお使いください。

健康福祉課　☎0738-23-5645
FAX０７３８-52-5108

保健だより
知っていますか？子宮頸がんのこと
子宮頸がんについて
　日本でも年間約1.1万人がり患し、約2,900人が命を
落としています。25歳～40歳までの女性のがんによる
死亡原因の第２位になっています。ほとんどの子宮頸がん
はHPV（ヒトパピローマウイルス）感染が原因です。
　HPVは女性の多くが一生に一度は感染するといわれ
ており、ほとんどの人はウイルスが自然に消えますが、一部の人でがんになってしまうことがあります。
　子宮頸がんで苦しまないためにもHPVワクチンでHPVの感染を予防するとともに、20歳になったら定期的に
子宮頸がん検診を受けましょう。

ポイント①
HPVワクチンで
HPVの感染を予防

ポイント②
子宮頸がん検診で

がんを早く見つけて治療
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　ワクチンは３種類あります。医療機関に連絡し、どのワクチンにするかご相談ください。
　・サーバリックス（２価）…子宮頸がんの主な原因となるウイルス16型・18型を予防
　　　　　　　　　　　　　　します。
　・ガーダシル（４価）　　…サーバリックス（２価）に加え、尖圭コンジローマの原因
　　　　　　　　　　　　　　の６型・11型も予防します。
　・シルガード（９価）　　…令和５年度から定期接種化。９つのウイルスの型に対応しています。
　※ワクチンで防げないHPV感染もあるため、併せてがん検診を受診しましょう。 詳しくは→

HPVワクチン01
ポイント

　ワクチンで防げないHPV感染もあるため、20歳になったら２年に1回、必ず子宮頸がん検診を
受けてください。
　市の検診受診券があれば、800円で受けられます。
♦検診期間　令和５年５月１日～令和６年２月29日　　　　　　　　　　　　　         詳しくは→

子宮頸がん検診 ※対象の方には４月に個別通知しています。02
ポイント

令和５年度HPVワクチン対象者　※対象の方には５月に個別通知しています。

 定期接種
　小学校６年生（平成23年度生まれ）～高校１年生相当（平成19年度生まれ）の女子

 キャッチアップ接種（積極的勧奨の差し控えにより接種機会を逃した方）
　高校２年生相当（平成18年度生まれ）～26歳になる女性（平成９年度生まれ）で、
過去HPVワクチンの接種を合計３回受けていない方
※令和４年４月～令和７年３月の３年間、公費で接種できます。 詳しくは→
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